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１．はじめに  

谷津干潟は，千葉県習志野市に位置する(図-1)面

積約 40.1ha，平均水深約 0.8ｍの潟湖干潟であり，渡

り鳥にとって重要な湿地として 1993 年にラムサー

ル条約に登録された．しかし，現在では大型緑藻類

のアオサが繁茂するグリーンタイドが発生しており，

干潟の嫌気化や，それによってベントス類が死滅す

るとともに捕食する水鳥の減少などが発生している
1)2)3)． 

本研究では，現地調査により，グリーンタイド内

外の生物相を比較し，グリーンタイド層と干潟の底

生生物相の関係を見出すことを目的とした． 

２．測定地点・項目・方法 

測定地点は繁茂状況の異なる,A 地点(多い)，B 地

点(普通)，C 地点(ない)，D 地点(ない)で行った(図

-2)．調査項目は，アオサの現存量，生物の現存量と

した． 

(1)アオサ現存量の調査方法 

現存量計測は，25cm 四方のコドラートを用いてア

オサを採取し，付着物を取り除き水で洗った後，手

で絞って，水気を拭き取り重量の計測をした． 

(2)生物現存量の調査方法 

コドラート内の厚さ 10cm の底泥を採取し，2mm

メッシュのフルイをかけ，生物の採取をした．その

後に軟体，環形，節足動物の 9 種の生物について，

集計を行った．軟体動物と節足動物のフジツボは生

きている生物と，死んでいる生物に分けて集計をし

た．以下では死んでいる生物を「貝殻」または，「殻」

とする． 

３．アオサ現存量結果 

 各地点のアオサの現存量調査の結果を図-3 に示

す．谷津干潟のアオサは例年，夏季にかけて減少し

春季，秋季に増加する傾向が見られている．本調査

        

        

図-1  谷津干潟の位置  

   

図-2 調査地点 

     

図-3 アオサの現存量(地点別)の月変化 
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でも，アオサの量が多い A 地点と普通の B 地点で，

8 月に向けてアオサが減少したが，8 月以降はアオサ

が見られなかった．また，前年の調査では地点別の

アオサ現存量が最大 662.5g である 4)のに対し，2018

年は最大 200.0ｇと少なく前年の 1/3 程度となった． 

4.生物の生死とアオサの関係 

(1)貝殻・殻とアオサの月変化 

 貝殻・殻とアオサの月変化について図-4，図-5 に

示す．二枚貝，キサゴ，アラムシロ，その他の巻貝，

その他の貝，フジツボは 8 月の現存量が 7 月と同じ

か減少したのに対し，ウミニナは 8 月に増加し 9 月

に減少した．また，すべての生物が 8 月以降は増加

した．全体的には，ウミニナ，キサゴ，アラムシロ，

その他の巻貝，その他の貝，フジツボはアオサのあ

った 6 月，7 月からアオサの消滅した 8 月以降にわ

たり増加傾向，二枚貝は減少傾向が見られた． 

(2) 生きている生物とアオサの月変化 

 生きている生物とアオサの月変化について図-6

に示す．ウミニナ，二枚貝，ゴカイ，カニ，フジツ

ボは 8 月の現存量が 7 月よりも減少や見られなくな

ったのに対し，アラムシロは 11 月からわずかではあ

るが見られるようになった．全体的には，ウミニナ，

二枚貝，ゴカイ，カニ，フジツボはアオサのあった

6 月，7 月より，アオサの消滅した 8 月以降にわたり

減少傾向，アラムシロは増加傾向であった． 

(3) 生物の生死とアオサの現存量の関係 

 (1)と(2)の結果より，8 月にアオサが消滅したこと

で貝殻・殻が増加し，生きている生物が減少する傾

向が見られた．このことから，アオサの増減により

生物は影響を受けることがわかった．また，従来の

研究ではアオサの繁茂がベントス類の死滅を引き起

こすと言われていたが，本研究の結果からアオサが

少ない場合には，谷津干潟の生物に対してアオサが

必ずしも悪影響を与えるのではないと考えられる． 

5．まとめ 

グリーンタイド層と干潟の底生生物相の関係を見

出すために，現地調査を行った．その結果，アオサ

の増減により生物は影響を受けるが，アオサが少な

い場合には，谷津干潟の生物に対してアオサが必ず

しも悪影響を与えるのではないと考えられた． 

   

     図-4 貝殻・殻とアオサの月変化 1 

 

    図-5 貝殻・殻とアオサの月変化 2 

 

    図-6 生きている生物とアオサの月変化 
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